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古 日記天候記録 にもとつ く幕末期の 冬 の 気 候復元
一暖冬傾 向の 1840年代後半〜1850年代前半 一

＊

平野淳平（首都大学東京），三 上岳彦（帝京 大 学）

1 は じめ に

　近 年，数値モ デル を用 い た 気 候の 将来 予測が盛 ん に行われ て い る が，

的確な予 測の ため に ぽ 過去の気候変動の 実態を正確に解 明する 必 要が

あ る。H 本で 公 式気象観測記 録が 得 られ るの は 187e年代以 降で あ る

が，Zaiki　 et　 n！，（2006）な どに よっ て 19世 紀に 行 われ て い た古気象観

測記録が 補正
・
均質化 さ礼 気候変動解析 に用 い られ た。こ の よ うな古気

象観測言〔騒 とIW，
1］に，最近，水戸 にお ける幕末期 〔1850年代）の 気温観 測

言［録 の 存在が明 らか になっ た。これ らの記録か らは，幕末期 （185e年代一

1860年代〉に
・
時的に温暖期が存在したこ とが示 唆 され る。こ の 時期鷹

小 氷期（Little　Ice　Age）末期｝こ相当する ため （Lamb 　1977 ），日本で も温暖

で あ っ た可 能性は あ る。しか し，古気象デ
ー

タに は観測方法による様 々

な誤 差が 含まれて い る可能性が あ るの で ，幕末期にお ける気候変動の 実

態を解 明するため には，代替デ」 タ を用い て当時の 気候を復元 した上 で，

その 結果 を観 測デ
ー

タとbtilkしなが ら議論を進 め る必要があ る．

　本研究 は，古 気象デー
タか ら温 暖 で あ っ た こ とが示 唆 され る幕 末 期 の

冬を対象 として，．全国各地の 古 目記に 記 された天候記録を用い て 気候復

元 を行い 幕 末期 にお ける冬季気候変動の 実態を総観気候学的 に角早明す

るこ とを 目的 と して い る。

皿データ と方法

　全国14地点で 1830／31年
一1867〆OS年の 間に記 され た 古日記天候記録

を用 い た。現在 との 比較 の た め に，古 日記 所在地 に近 い 気 象官署 にお け

る 1980／81年一1999！2000年の 天 気概況記録を用 い 為 また，天気分布型

と総観場 との 対応 を把握する 目的で M肝 〆惣 献 客 観解 析デ
ー

タの 日平

均海面更正気田 直を用い た。使用期 間は 1980！81年
一1四 9／2000年で あ る。

　 まず，古 日記天 候記録を 用い て 1830！31年
一1867f68年の 12月一2月 に

つ い て 目々 の 天気分布図 を作成した。その トで，古 日記天候記録所在地

を （A）東」凵 匕部 日本海 倶IL （B）北 陸1 （C）九州 北部，（D）関東 の 4 エ リア に

区分 した。各エ リア 内の 1地点以 上で降雪がみ られ る場合，そ の エ リアの

そ の 日の 天候 を 「降雪」 と判定 した 次に，日本海側に位置ずる   東

北北部 日本海側，（B）北陵 （C＞九州北部の 全 エ リアで 降雪がみ られ，か

つ 太平洋側に位置 ナる （D）関東で 降水がみ られない 日の 天気分布を 「広

域降雪型」 と定義 した （図D。

　N［IEP，・N〔湘喀 覦解析デー
タを用い て，現 在の 「広域降雪型」 出現 日に お

ける地上 気圧 配置の コ ン ポジ ッ ト図を作成 し た結果、「広 城降雪型」は

強い 冬 型 気圧 配 置の Hに 出現 してい る こ とが判 明 した。そ こ で ，1830f31

年一1867〆68年の 各年の 「広域降雪型」 出現 日数 を調 ぺ そ の 経年 変化 に

み られ る特徴に つ い て考察 した。

皿 結果

　図2は，1831年一1868年の 1月 にお け る 「広域降雪型 」 出現 日数の 経年

変化を示 して い る。「広域降雪型 、 は強い 冬型気JM 己置と対応 してい る

と考え られる の で 出現 日数が 多い 1830年代 と1850年代後半
一1860年代

前半に強 い 冬型 気Jt酒己置が 頻繁 に出現 し，出現 日数 が少 ない 184 年代後

半
一1850年代前判 こぼ 強い 冬型気圧 配置の 出現頻度が 少なか っ た こ と

が推定され る。古気象観沮1后己録か らは 184〔畔 代後半一1850年代前半が 温

暖で，185 年代後 半一1860年代前 半が 寒冷で あ っ た こ とが示 唆 され て い

る、幕末期にお ける強い 冬型気圧配 置の 出現数ぱ寒冷期 （温暖期）に 多い

（少ない ） こ とに なるの で，復元 結果研 言頼 性は 高い と考えられ る。
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図1，「広 域降雪型1 の 目の天気分布図
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　 図皀．幕末期の 1月 にお け る 「広域降雪 型」 出現 日数 の経 干変 化
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